
(57)【要約】

【課題】チップインサートへの硬質皮膜の密着性が優れ

、長寿命なディスクカッターを提供することである。

【解決手段】ディスクカッターであって、回転軸回りに

駆動されるように適合した環状ディスク形状ベースと、

前記ベースの外周縁に該ベースと一体的に形成され、間

にガレット画成する複数のチップサポートと、前記各チ

ップサポートに固定された複数のチップインサートと、

前記各チップインサート表面にコーティングされたＴｉ

ＡｌＮ被膜とを具備し、前記各チップインサートは粒径

０．１μｍ～０．８μｍのＷＣ粉末９８ｗ％～９０ｗ％

とＣｏ粉末２ｗ％～１０ｗ％の焼結合金から形成され、

前記ＴｉＡｌＮ被膜はその厚さが１μｍ～５μｍの範囲

内である。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ス ク カ ッ タ ー で あ っ て 、
　 回 転 軸 回 り に 駆 動 さ れ る よ う に 適 合 し た 環 状 デ ィ ス ク 形 状 ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス の 外 周 縁 に 該 ベ ー ス と 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 間 に ガ レ ッ ト 画 成 す る 複 数 の チ ッ
プ サ ポ ー ト と 、
　 前 記 各 チ ッ プ サ ポ ー ト に 固 定 さ れ た 複 数 の チ ッ プ イ ン サ ー ト と 、
　 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 と を 具 備 し 、
　 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト は 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ 粉 末 ９ ８ ｗ ％ ～
９ ０ ｗ ％ と Ｃ ｏ 粉 末 ２ ｗ ％ ～ １ ０ ｗ ％ の 焼 結 合 金 か ら 形 成 さ れ 、
　 前 記 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 は ０ ． ５ μ ｍ ～ ５ μ ｍ の 厚 さ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス
ク カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 デ ィ ス ク カ ッ タ ー で あ っ て 、
　 回 転 軸 回 り に 駆 動 さ れ る よ う に 適 合 し た 環 状 デ ィ ス ク 形 状 ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス の 外 周 縁 に 該 ベ ー ス と 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 間 に ガ レ ッ ト 画 成 す る 複 数 の チ ッ
プ サ ポ ー ト と 、
　 前 記 各 チ ッ プ サ ポ ー ト に 固 定 さ れ た 複 数 の チ ッ プ イ ン サ ー ト と 、
　 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 と を 具 備 し
、
　 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト は 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ 粉 末 ９ ８ ｗ ％ ～
９ ０ ｗ ％ と Ｃ ｏ 粉 末 ２ ｗ ％ ～ １ ０ ｗ ％ の 焼 結 合 金 か ら 形 成 さ れ 、
　 前 記 被 膜 は Ｔ ｉ Ｎ 層 及 び Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層 を 交 互 に 積 層 し て 構 成 さ れ 、 そ の 厚 さ が ０ ． ５ μ
ｍ ～ ５ μ ｍ の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 皮 膜 又 は Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 皮 膜 の 厚 さ は ２ μ ｍ ～ ３ ． ５ μ ｍ の 範 囲 内
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の デ ィ ス ク カ ッ タ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 般 的 に デ ィ ス ク カ ッ タ ー に 関 し 、 特 に 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 鋼 材 を 切 断 す る の
に 適 し た デ ィ ス ク カ ッ タ ー 又 は サ ー キ ュ ラ ー ソ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 外 周 部 に 複 数 の チ ッ プ サ ポ ー ト を 有 し 、 各 チ ッ プ サ ポ ー ト に 硬 化 さ れ た 切 断 チ ッ プ イ ン
サ ー ト （ カ ッ タ ー イ ン サ ー ト ） が 蝋 付 け 等 に よ り 固 定 さ れ た ベ ー ス デ ィ ス ク か ら 構 成 さ れ
る デ ィ ス ク カ ッ タ ー 又 は サ ー キ ュ ラ ー ソ ー が 鋼 材 の 切 断 等 に よ く 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ベ ー ス デ ィ ス ク 又 は 環 状 デ ィ ス ク 形 状 ベ ー ス は 、 そ の 外 周 に 円 周 方 向 に 所 定 間 隔 で 離 間
さ れ た 複 数 の チ ッ プ サ ポ ー ト を 有 し て お り 、 各 チ ッ プ サ ポ ー ト の 間 に は ガ レ ッ ト が 画 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 各 チ ッ プ サ ポ ー ト は リ セ ス を 有 し て お り 、 こ の リ セ ス 中 に 硬 化 さ れ た 切 断 チ ッ プ イ ン サ
ー ト が 蝋 付 け 等 に よ り 固 定 さ れ る 。 ベ ー ス デ ィ ス ク は そ の 中 心 部 に 装 着 穴 を 有 し て お り 、
こ の 装 着 穴 に 回 転 工 具 の 回 転 シ ャ フ ト を 挿 入 し て 、 ボ ル ト に よ り デ ィ ス ク カ ッ タ ー を 回 転
シ ャ フ ト に 締 め 付 け る こ と に よ り 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー が 回 転 工 具 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な デ ィ ス ク カ ッ タ ー で 鋼 材 を 切 断 す る た め に は 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト の 硬 度 及 び
耐 摩 耗 性 を 高 め る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ て い る イ オ
ン プ レ ー テ ィ ン グ を 含 む 物 理 蒸 着 法 に よ り 、 Ｔ ｉ Ｎ ， Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 等 の 硬 質 物 質 を チ ッ プ イ
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ン サ ー ト に コ ー テ ィ ン グ し た デ ィ ス ク カ ッ タ ー が 考 え ら れ る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ３ ３ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ３ ３ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 唯 単 に 硬 質 物 質 を チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に コ ー テ ィ ン グ し た デ ィ ス ク カ ッ タ ー
で は 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 と 硬 質 物 資 と の 密 着 性 が 十 分 で な く 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー で ス
テ ン レ ス 鋼 等 の 鋼 材 を 長 時 間 に わ た り 切 断 す る と 硬 質 物 質 が チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 か ら 剥
が れ 落 ち て し ま う 場 合 が あ り 、 そ の 耐 久 性 に 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 硬 質 物
質 の チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 へ の 密 着 性 を 向 上 し 、 そ の 寿 命 を 高 め た デ ィ ス ク カ ッ タ ー を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー で あ っ て 、 回 転 軸 回 り に 駆 動 さ れ る よ う に 適 合 し た
環 状 デ ィ ス ク 形 状 ベ ー ス と 、 前 記 ベ ー ス の 外 周 縁 に 該 ベ ー ス と 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 間 に ガ
レ ッ ト 画 成 す る 複 数 の チ ッ プ サ ポ ー ト と 、 前 記 各 チ ッ プ サ ポ ー ト に 固 定 さ れ た 複 数 の チ ッ
プ イ ン サ ー ト と 、 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 と を
具 備 し 、 前 記 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト は 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ 粉 末 ９ ８
ｗ ％ ～ ９ ０ ｗ ％ と Ｃ ｏ 粉 末 ２ ｗ ％ ～ １ ０ ｗ ％ の 焼 結 合 金 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被
膜 は ０ ． ５ μ ｍ ～ ５ μ ｍ の 厚 さ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク カ ッ タ ー が 提 供 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 皮 膜 に 代 え て 、 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に Ｔ ｉ Ｎ 層 と Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層 を 交 互 に
積 層 し て 構 成 さ れ た Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 皮 膜 を コ ー テ ィ ン グ す る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 チ ッ プ イ ン サ ー ト を 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ 粉 末 ９ ８ ｗ ％ ～ ９ ０ ｗ
％ と Ｃ ｏ 粉 末 ２ ｗ ％ ～ １ ０ ｗ ％ の 焼 結 合 金 か ら 形 成 し た た め 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト と Ｔ ｉ Ａ
ｌ Ｎ 被 膜 又 は Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 と の 密 着 性 が 格 段 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 結 果 、 被 膜 が チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 か ら 剥 が れ 落 ち る こ と が 防 止 さ れ 、 耐 磨 耗 性 に
優 れ 長 寿 命 の 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 鋼 材 の 切 断 に 適 し た デ ィ ス ク カ ッ タ ー を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 実 施 形 態 の デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ の 側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 デ
ィ ス ク カ ッ タ ー ２ は オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 、 マ ル テ
ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 鋼 材 を 切 断 す る の に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ は 、 板 厚 約 １ ． ７ ｍ ｍ の 環 状 デ ィ ス ク 形 状 ベ ー ス （ ベ ー ス デ ィ ス ク
） ４ の 外 周 に 複 数 個 （ 例 え ば ７ ２ 個 ） の 鋸 歯 状 チ ッ プ サ ポ ー ト ８ が 円 周 方 向 に 等 ピ ッ チ 間
隔 で 形 成 さ れ て い る 。 隣 接 す る チ ッ プ サ ポ ー ト ８ の 間 に は ガ レ ッ ト ９ が 画 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ベ ー ス デ ィ ス ク ４ は Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｓ Ｋ Ｓ ５ （ 合 金 工 具 鋼 ） 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｓ Ｋ ５ （ 炭 素 工 具
鋼 ） 、 ま た は Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｓ Ｋ ６ （ 炭 素 工 具 鋼 ） 等 の 鋼 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ベ ー ス デ ィ ス
ク ４ の 直 径 は 、 例 え ば 約 ２ ５ ０ ｍ ｍ 、 中 心 孔 ６ の 直 径 は 約 ３ ２ ｍ ｍ で あ る が 、 本 発 明 の デ
ィ ス ク カ ッ タ ー は こ れ ら の 数 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 各 チ ッ プ サ ポ ー ト ８ に は リ セ ス １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ
れ ら の リ セ ス １ ２ 中 に チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ が 蝋 付 け 等 に よ り 固 着 さ れ て い る 。
チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ は 、 後 で 詳 細 に 説 明 す る よ う に 切 子 分 割 用 の 溝 の 位 置 が 相
違 し 、 各 チ ッ プ サ ポ ー ト ８ に 交 互 に 蝋 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ は 、 主 に Ｗ Ｃ 粉 末 と Ｃ ｏ 粉 末 の 焼 結 合 金 か ら 構 成 さ れ
る 。 Ｃ ｏ 粉 末 は バ イ ン ダ ー と し て 作 用 す る 。 各 チ ッ プ サ ポ ー ト 表 面 に コ ー テ ィ ン グ す る 被
膜 の 密 着 性 を 向 上 す る た め に 、 Ｗ Ｃ 粉 末 は 主 と し て ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の 粒 径 を 有 し
て い る こ と が 望 ま し い 。 Ｗ Ｃ 粉 末 の 粒 径 が ０ ． ８ μ ｍ よ り 大 き い 場 合 に は 、 チ ッ プ イ ン サ
ー ト の 表 面 が 平 滑 に な ら ず 、 そ の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ す る 被 膜 の 密 着 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 よ っ て 、 好 ま し く は 、 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ は 、 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ
ｍ の Ｗ Ｃ 粉 末 ９ ８ ｗ ％ ～ ９ ０ ｗ ％ と Ｃ ｏ 粉 末 ２ ｗ ％ ～ １ ０ ｗ ％ の 焼 結 合 金 か ら 形 成 さ れ る
。 よ り 好 ま し く は 、 Ｃ ｏ 粉 末 ５ ｗ ％ ～ ８ ｗ ％ と 残 部 が 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ
粉 末 の 焼 結 合 金 か ら 形 成 さ れ る 。 焼 結 合 金 の 形 成 方 法 は 良 く 知 ら れ て い る た め 、 そ の 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ （ Ａ ） は チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ の 正 面 図 を 示 し て お り 、 図 ３ （ Ｂ ） は そ の 右 側 面 図
、 図 ３ （ Ｃ ） は そ の 平 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 チ ッ プ
イ ン サ ー ト １ ４ は 第 １ す く い 角 θ １ の 第 １ す く い 面 １ ６ と 、 第 ２ す く い 角 θ ２ の 第 ２ す く
い 面 １ ８ と 、 誘 導 角 θ ３ の 切 子 誘 導 面 ２ ０ を 有 し て い る 。 例 え ば 、 第 １ す く い 角 θ １ は －
３ ０ ° 、 第 ２ す く い 角 θ ２ は ＋ １ ０ ° 、 誘 導 角 θ ３ は １ ３ ５ ° で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ は 先 端 逃 げ 角 θ ４ の 逃 げ 面 ２ ２ を 有 し て い る 。 先 端 逃 げ
角 θ ４ は 、 例 え ば 約 １ ０ ° で あ る 。 ま た 、 特 に 図 示 し な い が 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ は 約
１ ° の 側 面 逃 げ 角 と 約 １ ° の 側 面 向 心 角 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ は 逃 げ 面 ２ ２ の 幅 方 向
中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 切 子 分 割 溝 ２ ４ を 有 し て い る 。 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ と 交 互 に チ
ッ プ サ ポ ー ト ８ に 固 着 さ れ る チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ Ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に チ ッ プ イ ン サ
ー ト １ ４ と 反 対 方 向 に 偏 心 し た 切 子 分 割 溝 ２ ４ ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ が 反 対 方 向 に 偏 心 し た 切 子 分 割 溝 ２ ４ ， ２
４ ａ を 有 し て い る た め 、 被 切 削 材 の 切 断 に あ た り 切 子 を 左 右 に 切 り 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 す る と 、 各 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ， １ ４ Ａ を 含 め て デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２
の 符 号 １ ０ で 示 さ れ る 円 よ り 外 周 側 に は Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ が コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 。
Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ に 代 え て Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ ― Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 被 膜 １ ５ ａ を コ ー テ ィ ン グ す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ 表 面 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 主 に Ｗ Ｃ 粉 末 と Ｃ ｏ 粉 末 の 焼 結
合 金 か ら 形 成 さ れ た チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ 表 面 に は Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ が 例 え ば イ オ ン プ
レ ー テ ィ ン グ 等 に よ り コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 被 膜 １ ５ の 硬 度 は 約 ３ ， ０ ０ ０ ～ ４ ， ０ ０ ０ Ｈ ｍ ｖ で あ り 、 優 れ た 耐 磨 耗 性 及 び 耐 凝 着
性 を 有 し て い る 。 ま た 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ を 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の
Ｗ Ｃ 粉 末 と Ｃ ｏ 粉 末 と の 焼 結 合 金 か ら 形 成 し た た め 、 約 ８ ０ ニ ュ ー ト ン 以 上 の 被 膜 １ ５ の
非 常 に 高 い 密 着 性 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ の 厚 さ は １ μ ｍ ～ ５ μ
ｍ で あ り 、 好 ま し く は 、 ２ μ ｍ ～ ３ ． ５ μ ｍ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 本 発 明 第 ２ 実 施 形 態 の チ ッ プ イ ン サ ー ト の 拡 大 断 面 図 で あ り 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト
１ ４ 表 面 に は 約 １ μ ｍ ～ ５ μ ｍ の 厚 さ の Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ が イ オ ン プ レ ー テ
ィ ン グ 等 に よ り コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ の
厚 さ は ２ μ ｍ ～ ３ ． ５ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ は Ｔ ｉ Ｎ 層 ２ ８ 及 び Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層 ３ ０ を 交 互 に 積 層 し て
構 成 さ れ る 。 好 ま し く は 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ 表 面 に 接 触 す る 最 下 層 に Ｔ ｉ Ｎ 層 ２ ８ を
形 成 し 、 被 膜 １ ５ の 最 上 層 を Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層 ３ ０ と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で も 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ を 主 と し て 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ８ μ ｍ の Ｗ Ｃ
粉 末 と Ｃ ｏ 粉 末 の 焼 結 合 金 か ら 形 成 し て い る た め 、 約 ８ ０ ニ ュ ー ト ン 以 上 の Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ －
Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ の 非 常 に 高 い 密 着 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ の 形 成 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
被 膜 形 成 装 置 ３ ２ の チ ャ ン バ ー ３ ４ に 連 通 し て 真 空 ポ ン プ ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 真 空 ポ
ン プ ３ ６ に よ り チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 が 真 空 状 態 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 に は チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 か ら 取 り 出 し 可 能 な テ ー ブ ル ３ ８ が 図 示 し な い
駆 動 手 段 に よ り 回 転 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 テ ー ブ ル ３ ８ は バ イ ア ス 電 源 ３ ９ に 接 続 さ れ
、 テ ー ブ ル ３ ８ に は 例 え ば ０ Ｖ ～ － １ ５ ０ Ｖ の バ イ ア ス 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 テ ー ブ ル ３ ８ 上 に は 円 盤 状 の ス ペ ー サ ー ４ ０ を 介 し て 複 数 個 の デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ が 載
置 さ れ る 。 こ れ ら の デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ は 各 チ ッ プ サ ポ ー ト ８ に チ ッ プ イ ン サ ー ト １ ４ ，
１ ４ Ａ が 蝋 付 け さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 に は 、 Ｔ ｉ タ ー ゲ ッ ト ４ ４ を 備 え 、 Ｔ ｉ の 金 属 イ オ ン の 生 成 及 び 供 給
を 行 う 第 １ 蒸 発 源 ４ ２ と 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ タ ー ゲ ッ ト ４ ８ を 備 え 、 Ｔ ｉ の 金 属 イ オ ン 及 び Ａ ｌ の
金 属 イ オ ン の 生 成 及 び 供 給 を 同 時 に 行 う 第 ２ 蒸 発 源 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 チ ャ ン バ ー ３ ４ に 反 応 性 ガ ス と し て 、 例 え ば Ｎ ２ ガ ス 、 及 び エ ッ チ ン グ に 用 い
る 例 え ば Ａ ｒ ガ ス を 導 入 す る ガ ス 導 入 手 段 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 特 に 図 示 し な い が 、 チ
ャ ン バ ー ３ ４ 内 に は 内 部 を 加 熱 す る ヒ ー タ ー 等 の 加 熱 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 被 膜 形 成 装 置 ３ ２ に よ る 被 膜 形 成 方 法 を 説 明 す る 。 ま ず 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ を
前 洗 浄 し た 後 、 テ ー ブ ル ３ ８ 上 に デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ を 円 盤 状 ス ペ ー サ ー ４ ０ を 介 し て 複
数 個 載 置 し 、 チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 真 空 ポ ン プ ３ ６ の 駆 動 に よ り チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 を 真 空 引 き し 、 図 示 し な い 加 熱 手 段 に よ
り チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 を 加 熱 す る 。 次 に 、 ガ ス 導 入 手 段 ５ ０ に よ り エ ッ チ ン グ に 用 い る 例 え
ば Ａ ｒ ガ ス が 導 入 さ れ 、 図 示 し な い エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り Ａ ｒ イ オ ン に よ る エ ッ チ ン グ が
行 わ れ 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ 表 面 の 酸 化 膜 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 エ ッ チ ン グ の 後 、 バ イ ア ス 電 源 ３ ９ に よ り テ ー ブ ル ３ ８ に ０ Ｖ ～ － １ ５ ０ Vの バ イ ア ス
電 圧 が か け ら れ る 。 ま ず 、 Ｔ ｉ タ ー ゲ ッ ト ４ ４ を 備 え た 第 １ 蒸 発 源 ４ ２ に よ り 、 Ｔ ｉ イ オ
ン の 生 成 及 び 供 給 を 行 い 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ に よ り 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ の 外 周 表 面
に Ｔ ｉ Ｎ 層 ２ ８ を 所 定 厚 さ コ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ タ ー ゲ ッ ト ４ ８ を 備 え た 第 ２ 蒸 発 源 ４ ６ に よ り 、 Ｔ ｉ イ オ ン 及 び Ａ ｌ イ
オ ン の 生 成 及 び 供 給 を 同 時 に 行 い 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ に よ り 、 Ｔ ｉ Ｎ 層 ２ ８ 上 に Ｔ ｉ
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Ａ ｌ Ｎ 層 ３ ０ を コ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ 蒸 発 源 ４ ２ 及 び 第 ２ 蒸 発 源 ４ ６ を 交 互 に 作 動 さ せ て 、 チ ッ プ イ ン サ ー
ト １ ４ ， １ ４ Ａ を 含 む デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ の 外 周 面 上 に Ｔ ｉ Ｎ 層 ２ ８ 及 び Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層 ３
０ を 交 互 に 複 数 層 積 層 し 、 全 体 膜 厚 を １ μ ｍ ～ ５ μ m、 好 ま し く は ２ μ ｍ ～ ３ ． ５ μ mに す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ の コ ー テ ィ ン グ 終 了 後 、 例 え ば Ｎ ２ ガ ス や Ｈ ｅ ガ ス に よ
り チ ャ ン バ ー ３ ４ 内 の 冷 却 が 行 わ れ 、 冷 却 後 、 テ ー ブ ル ３ ８ を 被 膜 形 成 装 置 ３ ２ か ら 取 り
出 し て デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ を テ ー ブ ル ３ ８ 上 か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ に 示 す Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ の 形 成 に は 、 図 ７ に 示 し た の と 同 様 な 被 膜 形 成 装 置 ３ ２
を 使 用 し 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ タ ー ゲ ッ ト ４ ８ を 有 す る 第 ２ 蒸 発 源 ４ ６ の み を 作 動 さ せ る よ う に す れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト 上 に Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜 １ ５ を 有 す る 第 １ 実 施 形 態 の デ ィ ス ク カ ッ
タ ー ２ を 回 転 工 具 に 装 着 し 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー を ６ ０ ～ ７ ０ ｒ ｐ ｍ で 回 転 さ せ て 、 一 刃 送
り 量 ０ ． ０ ４ ～ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ で 被 切 削 材 を 切 断 し て 、 デ ィ ス ク カ ッ タ ー ２ の 寿 命 に つ い て
テ ス ト し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 被 切 削 材 と し て は 容 体 化 熱 処 理 さ れ た オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 或 い は 焼 鈍 さ れ た
フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 又 は マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 を 使 用 し た 。 被 切 削 材 は 直
径 ３ ２ ｍ ｍ の 丸 棒 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 験 の 結 果 、 チ ッ プ イ ン サ ー ト 表 面 に 本 発 明 の 被 膜 １ ５ ， １ ５ ａ を 有 し な い 従 来 の デ ィ
ス ク カ ッ タ ー の 寿 命 は １ ０ ， ０ ０ ０ ～ １ ２ ， ０ ０ ０ カ ッ ト で あ っ た が 、 第 １ 実 施 形 態 の デ
ィ ス ク カ ッ タ ー で は そ の 寿 命 が ３ ７ ， ０ ０ ０ ～ ４ ７ ， ０ ０ ０ カ ッ ト と 大 幅 に 向 上 し た 。 Ｔ
ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜 １ ５ ａ を 有 す る 第 ２ 実 施 形 態 の デ ィ ス ク カ ッ タ ー で も 同 程 度 の 寿 命
を 得 る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 実 施 形 態 の デ ィ ス ク カ ッ タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 チ ッ プ イ ン サ ー ト 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 チ ッ プ イ ン サ ー ト を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ Ａ ） が 正 面 図 、 図 ３ （ Ｂ ） が そ の 右 側
面 図 、 図 ３ （ Ｃ ） が そ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 交 互 に 蝋 付 け さ れ る 他 の チ ッ プ イ ン サ ー ト の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の チ ッ プ イ ン サ ー ト 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の チ ッ プ イ ン サ ー ト 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 被 膜 形 成 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ 　 　 デ ィ ス ク カ ッ タ ー
　 ８ 　 　 チ ッ プ サ ポ ー ト
　 ９ 　 　 ガ レ ッ ト
１ ４ ， １ ４ Ａ 　 　 チ ッ プ イ ン サ ー ト
１ ５ 　 　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 膜
１ ５ ａ 　 　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ － Ｔ ｉ Ｎ 被 膜
２ ８ 　 　 Ｔ ｉ Ｎ 層
３ ０ 　 　 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 層
４ ２ 　 　 第 １ 蒸 発 源
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